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当
選
者
に
は
、
後
日
記
念
品
を
送

付（
解
答
は
次
号
掲
載
）。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

◆
市
バ
ス
（
特
18
号
、
43
号
系
統

な
ど
）「
吉
祥
院
嶋
高
町
」
か
ら

南
へ
徒
歩
５
分

こ
の
ほ
ど
、
区
内
で
地
域
の
環

境
を
よ
り
良
く
す
る
取
組
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

10
月
31
日
に
は
、
あ
ん
し
ん
・

あ
ん
ぜ
ん
上
鳥
羽
推
進
委
員
会
と

府
、
区
が
協
働
で
、
上
鳥
羽
の
新

鍋
ヶ
淵
橋
下
の
ト
ン
ネ
ル
な
ど
で

の
落
書
き
消
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
府
の
「
割
れ
窓
理
論
実

践
運
動
」
に
よ
る
取
組
で
、
地
域

の
落
書
き
な
ど
の
一
掃
に
よ
り
、

犯
罪
が
起
こ
り
や
す
い
環
境
を
是

正
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。当

日
参
加
さ
れ
た
約
30
名
の
皆

さ
ん
は
ロ
ー
ラ
ー
を
手
に
、
ト
ン

ネ
ル
内
の
壁
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ

た
落
書
き
を
灰
色
の
ペ
ン
キ
で
上

こ
の
ほ
ど
、
上
鳥
羽
小
学
校
で

農
作
業
を
通
じ
た
食
育
活
動
と
、

学
校
給
食
に
関
す
る
文
部
科
学
大

臣
表
彰
の
受
賞
が
あ
り
ま
し
た
。

農
作
業
は
10
月
に
、
５
年
生
約

75
名
が
校
内
の
田
ん
ぼ
で
、
自
分

た
ち
で
植
え
た
も
ち
米
の
収
穫
を

体
験
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
長
さ
１
メ
ー
ト

ル
に
ま
で
育
っ
た
も
ち
米
の
稲
穂

を
地
元
農
家
の
村
田
治
夫
さ
ん
な

ど
の
指
導
の
下
、
慣
れ
な
い
手
つ

き
で
刈
り
取
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
日
は
京
都
女
子
大
学
の

広
場
広
場

み
な
み
の

み
な
み
の

学
生
や
農
協
の
方
々
も
収
穫
作
業

に
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
と
食
育

を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
日
収
穫
し
た
稲
穂
は
後

日
、
昔
な
が
ら
の
足
踏
み
式
脱
穀

機
や
唐と

う

み箕
な
ど
を
使
い
、
も
ち
米

と
わ
ら
屑
や
も
み
殻
と
を
選
別
。

今
年
は
７
キ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
ど
の
も

ち
米
を
収
穫
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
も
ち
米
が
で

き
る
ま
で
の
大
変
な
手
間
を
実
感

し
つ
つ
、
楽
し
く
「
食
」
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
に
は
、
上
鳥
羽
小

学
校
の
給
食
へ
の
取
組
に
対
し
て
、

文
部
科
学
省
か
ら
「
学
校
給
食
優

良
校
」
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
子

ど
も
た
ち
に
安
心
安
全
で
お
い
し

い
給
食
作
り
を
進
め
ら
れ
る
と
と

も
に
、
給
食
を
通
じ
た
食
育
活
動

に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

大
社
の
祭
礼
で
あ
る
松
尾
祭
の
神

幸
祭
・
還
幸
祭
に
は
、
神み

こ
し輿

行
列

の
先
導
を
し
て
嶋
町
・
石
原
町
の

「
榊
御
面
」
が
巡
幸
中
の
安
全
を

守
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
嶋
松
尾
神
社
の
境

内
に
建
ち
並
ん
で
い
る
灯
篭
の
数

は
次
の
１
〜
３
の
ど
れ
で
し
ょ
う

か
。

１　

10
基

２　

14
基

３　

17
基

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名

に
ト
ラ
フ
ィ
カ
京
カ
ー
ド
（
１
千
円

券
）
を
進
呈
。
解
答･

氏
名･

住
所

･

年
齢
・
紙
面
へ
の
感
想
を
記
入

の
上
、
は
が
き
又
は
FAX
で
地
域
力

推
進
室
へ
（
12
月
28
日
（
金
）
必

着
。
〒
601
・
８
５
１
１
（
住
所
記

載
不
要
）、
FAX 

671
・
９
６
５
３
）。

 

　

桂
川
の
ほ
と
り
に
あ
り
、
数
多

く
の
灯
篭
が
並
ぶ
整
え
ら
れ
た
境

内
。
こ
こ
嶋
松
尾
神
社
は
洛
西
の

総
氏
神
と
し
て
知
ら
れ
る
松
尾
大

社
に
所
縁
の
あ
る
神
社
で
す
。

　

か
つ
て
大
社
の
神
様
が
亀
と
鯉

の
背
に
乗
っ
て
桂
川
を
遡
っ
て
こ

ら
れ
た
と
き
に
こ
の
地
を
大
い
に

愛
で
ら
れ
、
初
め
て
地
面
に
降
り

立
た
れ
た
神
聖
な
場
所
だ
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
吉
祥
院
石
原
町
に

あ
る
松
尾
神
社
と
と
も
に
、
松
尾

嶋し
ま

松ま

つ

お尾
神じ

ん
じ
ゃ社

（
吉
祥
院
嶋
笠
井
町
）

「
知
る
」「
見
る
」
み
な
み

その㉒

前
回
（
11
／
15
号
）
の
答
え
＝

「
御
旅
殿
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

左
側
の
札
は
「
１ 

上
命
婦
社
」。

12
月
28
日
は
固
定
資
産
税
第
３
期
の
納
期
限

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
納
付
に
は
便
利
で
確
実

な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
。

問
＝
課
税
内
容
：
固
定
資
産
税
課 （
☎
681
・
３
４
６
９
）

納
付
相
談
：
納
税
課 

（
☎
681
・
３
４
８
３
）

口
座
振
替
：
市
・
納
税
推
進
課 （
☎
213
・
５
４
６
６
）

塗
り
。
ト
ン
ネ
ル
内
は
元
の
色
合

い
に
戻
り
、
地
域
の
環
境
が
し
っ

か
り
と
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
14
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ

西
大
路
駅
前
の
「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｙ
ｏ
ｕ

パ
ー
ク
西
大
路
」
の
花
壇
で
、
今

年
２
回
目
と
な
る
花
い
っ
ぱ
い
運

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
組
は
「
西
大
路
駅
周
辺

を
美
し
く
す
る
会
」
の
協
力
を
得

て
、
祥
豊
小
学
校
の
総
合
学
習
の

一
環
と
し
て
実
施
。
花
植
え
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
し
、
世
代
を
越

え
た
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
５
年
生
の
子
ど
も
た
ち

59
名
が
、
地
元
の
方
々
や
先
生
に

教
わ
り
な
が
ら
、
ビ
オ
ラ
や
ク
リ

サ
ン
セ
マ
ム
、
金
魚
草
合
わ
せ
て

約
200
株
の
花
植
え
を
実
施
。
美
し

い
花
々
が
咲
く
よ
う
に
と
、
思
い

を
込
め
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
、「
南
区
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
世
界
文
化
遺
産
の
東
寺
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
の
降
る
肌
寒
い
気
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
区
民
の

皆
さ
ん
が
参
加
。
会
場
に
は
区
内
の
各
学
区
の
模
擬
店
、
「
南
区
基
本
計

画
」
や
各
種
団
体
な
ど
の
展
示
ブ
ー
ス
が
ず
ら
り
と
立
ち
並
び
ま
し
た
。

11
月
11
日
、
現
代
ア
ー
ト
み
な

み
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
南
青

少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
大
学
生
２
名
が
参
加

し
、
既
製
品
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
解

体
後
、
裏
返
し
て
縫
い
戻
す
「
逆

ぐ
る
み
」
を
体
験
。
同
実
行
委
員

もち米の収穫体験の様子

ワークショップの様子

上鳥羽小の給食

上鳥羽での落書き消しの様子

祥豊小の児童による花植えの様子 日の出湯　村木修さん

「
み
な
み
力
で
頑
張
る
！
区
民
応
援
事
業
」の
活
動
紹
介

「
現
代
ア
ー
ト
み
な
み
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

【
現
代
ア
ー
ト
み
な
み
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
】

雨
の
中
で
も
、
地
域
力（
み
な
み
力
）
が
い
っ
ぱ
い
！

南
区
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

ま
た
、
出
演
者
の
皆
さ
ん
に
ご
準
備
い
た
だ
い
て
い
た
踊
り
や
音
楽

の
ス
テ
ー
ジ
は
雨
の
た
め
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
東
寺
周

辺
を
歩
く
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
東
寺
写
生
会
の
表
彰
式
な
ど
を
実
施
。

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に
ご
参
加
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

区分 施設名 休みの期間

行政一般
南区役所（☎681-3111）
久世出張所（☎921-0014）
南保健センター（☎681-3111）

12月29日～１月３日　※戸籍
の届出（出生・婚姻･死亡など）
は区役所の宿直窓口で受付

証明書
証明書発行コーナー（市役所､ 地下
鉄四条駅・竹田駅・山科駅・北大路駅､
阪急桂駅､ 西院、向島）

12月29日～１月３日

公　園 南部みどり管理事務所（☎643-5405）12月29日～１月３日

道　路 南部土木事務所（☎691-3158） 12月29日～１月３日

駐車場
市営駐車場、市営自転車等駐車場 無休

撤去自転車等保管所 12月29日～１月３日

消防・救急 南消防署（☎681-0711）
消防の相談電話（☎231-5000）

無休　※防火・防災・救急に関
する相談やたき火等の届出

水道・下水道 上下水道局九条営業所
（☎682-3910、FAX682-3915）

12月29日～１月３日　
※修繕の申込、道路上の水漏れ、
下水道の詰まりの連絡は電話又
はFAXで受付

動　物 家庭動物相談所（☎671-0336） 12月29日～１月３日

斎場・墓園
中央斎場（☎561-4251） １月１日・２日

深草墓園（☎641-3559） １月１日～３日
※参拝のみ可

年末年始の市の仕事
生活関連施設

市立病院
（☎311-5311）

12月29日～１月３日休み
※救急外来を除く

急病診療所 12月29日～１月４日は以下の
診療時間

診療科目 場所・連絡先 診療時間

小児科
内科
眼科
耳鼻いんこ
う科

中京区西ノ京栂尾町
（府医師会館１階）
☎354-6021

午前10時～午後
５時、午後６時～
10時
※小児科は午前
０時まで

歯科

中京区西ノ京栂尾町
（府歯科医師会口腔保
健センター１階）
☎812-8493

午前９時～午後
４時
※受付時間伏見区今町

（府歯科医師会伏見会
館１階）☎622-3418

※受診の際は保険証などを
　お忘れなく病院・急病診療所

市バス 12月29日～１月４日は休日ダイヤで運行。
12月31日は初詣終夜バスを運行

地下鉄 12月29日～１月３日は土曜・休日ダイヤで運行。
12月31日は終夜運行

定期券発売所 12月31日～1月3日休み

市バス・地下鉄

年末年始の間、市役所・区役所などの市の仕事の多くは休みとなりますのでご注意ください。申込・証明等の手続きはお早めに

種　類 休みの期間

燃やすごみ 12月31日～１月３日

缶・びん・ペットボトル 12月29日～１月４日

プラスチック製容器包装 12月31日～１月３日

小型金属類・スプレー缶 12月29日～１月３日

持込ごみ（有料）南部クリーンセン
ター（☎611-5362） 12月31日～１月３日

大型ごみ受付（☎0120-100-530、
携帯☎0570-000-247）

12月29日～１月３日
※年内収集は12月23日まで受付

犬･猫などの死体（☎0120-100-
921、携帯☎0570-000-614） 12月31日～１月３日

臨時し尿収集（☎681-5361） 12月31日～１月３日
※年内収集は12月28日まで受付

※詳細は12月中旬に配布する「お知らせビラ」でごみ・し尿

皆さんの芸術文化の取組を発信！
「南区民文化展」、「南区民文化フォーラム」への
出品作品、出演者募集
南区文化協議会では誰でも気軽に芸術文化を楽しめるよう、発表会などの

様々な催しを開催しています。今回、区民の皆さんに日頃の取組成果を披露

する作品や出演者を大募集。多数の応募をお待ちしています。

厳しい寒さで体が冷えがちになるこの時期。ゆっくり体を温め

てしっかり疲れを癒したいですよね。そこでオススメなのが昔な

がらの銭湯！

今回は区内の銭湯の中から、市民が京都の財産として残したい

“京都を彩る建物”にも選ばれている「日の出湯」さんにご協力

いただき、銭湯の魅力についてご紹介します。皆さんもお近くの

銭湯で、ゆったりほっこりしませんか？

問・申＝いずれも地域力推進室（〒601-8511【住所記載不要】☎681-3417、FAX671-9653）

南 区 民 文 化 展 へ の 出 品
開催期間／平成25年３月９日（土）～14日（木）
会場／区役所ホール（ヘルスピア21）
応募資格／区内在住又は通勤・通学か
区内で活動されている方

募集作品／①絵画（日本画、洋画、ち
ぎり絵など）：横幅が額込みで65cm以

内。②書道：横幅が額又は軸装込みで
65cm以内。③写真：四つ切り程度又は
横幅が額込みで60cm以内。④手工芸（手
芸、陶芸、彫刻など）：平面作品は50

南区民文化フォーラムへの出演
開催期間／平成25年度（年４回）
会場／区役所ホール（ヘルスピア21）
対象／区内在住又は通勤・通学か区内
で活動されている方

号（116.7cm×116.7cm）以内、立体作品

は底面が40cm×40cm以内及び高さが最

大100cm以内。

注意事項／①同じ分野は１人１点。②
額装や表装などはすぐに展示可能で破

損の恐れのないもの（ガラス不可、ア

クリルガラス可）。③費用：無料。※
搬入、搬出費用は自己負担。④搬入：
３月８日（金）、搬出：３月14日（木）。
申込／住所・氏名・連絡先・分野・作
品名・サイズを明記し、郵送又はFAXで

締切／平成25年１月25日（金）（必着）

会
の
楠
本
さ
ん
が
手
ほ
ど
き
す
る

中
、
参
加
者
か
ら
は
「
普
段
は
し

な
い
よ
う
な
芸
術
作
品
を
作
る
こ

と
が
で
き
、
他
の
人
と
の
発
想
の

違
い
も
感
じ
ら
れ
て
新
鮮
で
お
も

し
ろ
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
現
代

ア
ー
ト
に
楽
し
く
触
れ
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

上
鳥
羽
小
学
校
で
の

食
育
活
動
の
取
組
と

文
部
科
学
大
臣
表
彰

の
受
賞

み
な
み
を
き
れ
い
に

美
し
く

区
内
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分野／歌や踊り、楽器演奏、伝統芸能な
ど【洋邦の分野は不問】

申込／住所・氏名・連絡先・分野を明
記し、郵送又はFAXで

締切／平成25年１月25日（金）（必着）

　広い浴槽で手足を伸ばしてゆったり
と体を温めていただくことができ、マ
イナスイオンの効果もあって心身とも
にリラックスできます！
　銭湯で居合わせた方ともふれあうこ
とができる地域交流の場所でもありま
す。ぜひご利用ください！
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社

石原石原

桂川桂川

171

171

久世橋通久世橋通

向日町上鳥羽線向日町上鳥羽線
葛野大路通葛野大路通

祥久橋祥久橋

③広く開放感のある浴室！浴槽は手足
が目いっぱい伸ばせるほど広く、深浅
風呂、ジョット風呂、電気風呂など、
銭湯によって様々な種類があります！

②脱衣所へ。さっそく浴室に！①のれんをくぐると…

この冬、
銭湯はいかがですか？

ゆったりほっこりできる
地域の施設！


